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修繕と改造はカリブ海"キュラソー"で…
降雨量は年間わずか400ミリ。
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設 備

会社別主要御得意先(順不同）基
基
基
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●修繕ドック 2玉

150,000dwt lz

28,000dwt lg

●フローティングドック 1理

10,000T(リフティング.キヤパ）
165×29(m)

●1 ,800m(総延長)修繕岸壁
●各種クレーン（ドックサイド)9z9基

東京マ リ ン

安 保 商 店
日 魯 漁 業
雄 洋 海 運

シンコー・マリタイム

永 井 海 運
大 洋 海 運

神 運 汽 船
八 蛎 汽 船

パルシッピング

共栄タン力－

極 東 船 舶

北 真

英 雄

萬 野

東 興

大 日

乾

山下新

閏 兵

住 友

ジャバ

矢 野

神戸シ

船 舶

海 運

汽 船

海 運

リ ン

船

本汽船

海 運

商 事

ライン

海 運

ピング

洋 商 船

光 汽 船

正 汽 船

村海運商会
汽 外 航

海タンカー
島 汽 船

阪商船三井船舶
野 海 運

アーイースト・シシピング

リムソン・ライン

村 汽 船

大
三
日
上
関
近
鹿
大
中
フ
ク
中

マ
汽
日事業内容

喜・改造●船舶の修繕・改造

●発電気・モーターの修繕と巻換え

●電子機器および自動化装壷の修繕

●年中無休サービス､ジェット便は北米､南
米､ヨーロッパ各地へ直行便毎日運行。
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CuracaoNETHERLANDSANTILLES

総代理店

オールァンドコンパニーリミテッド
〒105東京都港区虎ノ門3丁目22番1号

電話営業部（03)5470-2911（代) FAX (03)5470-2918
〒65O兵庫県神戸市中央区波止場町3番1号

電話（078)391－1181（代) FAX (078)331-2096
〒799-21愛媛県越智郡波方町大字樋口甲1番地1

電話(0898)43-0222(代) FAX (0898)43-0339
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小型消防救助艇

消防救助艇“ゆめはま”

船主：横浜市殿 横浜市消防局

鶴見水上消防出張所消防救助艇
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謹謹篝篝
謹曼篝簔等

謹

全長

主機
Max

6.04m 全幅2.20m 重量1．35トン

VMディーゼルエンジン HR494HID10型

140ps/3600rpm･定格130ps/3500｢.p.m

消防救助艇(1トン級対応)ハミルトン・ジェット212型

1】
星』

鋼

鍵
全長6,0m 全幅2.3m 重量 1 .35トン
主機VMディーゼルエンジン 140HPHR494HID10

★総販売元：㈱サン自動車工業〒238-03神奈川県横須賀市長井5丁目25-19念0468-57-7601

建造計画には是非御一報願います。コンピューターにて船速解析及び設計開発に御協力致します。

Distributorby…･…コンボ ゼット屋

電話

FAX

Telex

（052)835-3351㈹

（052)835-3354

447-7344 MIYOSI J

株式会社ミヨシ・コーポレーション
〒467名古屋市瑞穂区松園町1-84

亨・畠ー－－ﾏー
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ぞフアシステム屹水計ノ
〈特二長〉

●ヒール、 トリム、比重、その他の補正機能あり

●波浪の高い外海での積荷も過積載なし

●荒天時、船首部の状況を船室から正確に把握できる

●縄梯子を昇降しての危険な吃水計測作業が不要

●揚荷・積荷に伴うバラスト調整の確認が簡単

●タンクの液面計としても利用されています

<正確な吃水値／水晶センサ採用〉

水晶振動子に圧力を加えると、振動

周波数が微妙に変化する特性を利用

した圧力センサを採用しています。

目視計測値を真値とした場合のシステム値の精度検証

偏差値＝システム値一目視計測値
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偏差値=1/4MEAN(システム値)-1/4MEAN(目視計測値）

1/4MEAN=(船首値十左舷値十右舷値十船尾値)/4

1985年以来毎年数隻の艤装実績あり

船種：鉱石船、石炭船、 LNG船、 コンテナ船

船主：昭和海運、 日鉄海運、 日本郵船、

大阪商船三井船舶、川崎汽船

'’ 1

pP 〆△、〒411静岡県駿東郡長泉町下士狩991-19
口p

TEL:0559-87-8811It)

FAX:0559-87-8812

救株式会社
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1/4MEAN

計測数
1 1 1 1 八 I 1 1 1 1

3 W 1部 15 17

A丸171,000dwtの寄港地における吃水計測の記録か

(平成8年4月4日～6月1 1日）
1 'V"
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ブッシャーバージには経験と信頼性の自動連結装置

アーティカッブル

★抜群の耐航性 ★連結。切離し30秒

★尭麓灘繧種 ★指先一つで遠隔操作

タイセイ･エンジニアリング株式会社需職湾雷腰雨鰄ﾌｧｯｸｽ(03)3667-6925

人にやさしい

地球にやさしい
田

FRIEDRICHSHAFEN

エンジン形式 機関出力PS 重量:ton(減速機込）

8V396TE

12V396TE

16V396TE

12V396TB

16V396TB

1，140－1，360

1，710－2，040

2，280－2，720

2，180－2，610

2，900－3，480
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日本総代理店

ﾒﾙｾデｽ｡ ﾝﾂ日本株式会社

16V396TB94

3480PS/2100rpm
〒106東京都港区六本木1-9-9(六本木ファーストビル）

電話03(5572)7353ファックス03(5572)7298
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曹謹

RO/RO貨物船ほ く と船舶整備公団宮崎産業海運株式会社
HOKUTO 近海郵船株式会社株式会社八潮海陸

今治造船株式会社丸亀事業本部建造(第1268番船） 起工8－7－18 進水8－11－21 竣工9－2－5
全長 167.72m 垂線間長156.00m 型幅24.00m 型深 16.10m 満載喫水7.0m
総トン数8’581トン 載貨重量5,971トン Car･Cont搭載数 12mシャーシー120台, 20'TEU24個
燃料油槽99118㎡ 清水槽241.60㎡ 主機関NKK-SEMTPielstickl8PC4-2B(デ)機関×1
出力(連続最大)26,730/26,400PS(396/146rpm),(常用)25,394/25,089PS(389/143rpm) 、 う．ロペラ 6翼1軸
補汽缶立形水管(MC-20D)8.0k9/㎡×2:000kg/h×1 発電機ダイハツ1,587kVA×720rpm×2,
ダイハツ793.75kVA×720rpm×2 無線装置船舶電話国際VHF電話 航海計器デツカ
衝突予防装置レーダ 速力(試運転最大)25.202kn(満載航海)23.3kn(30%S・M_) 航続距離3,900浬
船級・区域資格近海・非国際 船型船首，船橋楼付平甲板船 乗組員23名 同型船ほ<と3

－8－

練習船広 島 丸広島商船高等専門学校
HIROSHIMAMARU

石川島播磨重工業株式会社呉第一工場建造(第3085番船） 起工8－5－24 進水8－11－7 竣工9－1－20
全長57.000m 垂線間長48.500m 型幅10.200m 型深5.500/3.350m 満載喫水3.325m
総トン数234トン 純トン数2301､ン 載貨重量209.40トン 電動油圧 0.95t×10m(R)×2
燃料油槽49.77㎡ 燃料消費量4.11t/day 清水槽60.10㎡ 主機関ヤンマ－6N260-UN形(デ)機関×1
出力（連続最大)1300PS(700/317rpm)(常用)1,105PS(663/300rpm) プロペラ翼数4軸数1 CCP
発電機（デ)200kW×2, (非)24kW×1軸発400kW×1 無線装置MF/HF,NBDP, インマルサットC,
船舶電話，国際VHF無線電話 航海計器デッカ，オメガ， ロラン, GPS,衝突予防装置レーダ
速力（試運転最大)1511kn(航海)13.0kn 航続距離2,610浬 JG･区域資格近海区域第4種船
船型二層甲板型平甲板船 乗組員9名 乗船者教官3名，学生44名
oAV機器，映像データ処理，主機燃焼解析装置および推進系総合監視装置，船体運動肌l1定装置, ADCPデータ処理
システム，ディーゼルエンジン燃焼シュミレーター等 錨DA-1 (本文35頁参照）
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曳船鳳 神 丸常石ポートサービス株式会社
HOJINMARU

神原海洋開発株式会社建造(第OE-217番船） 起工8-11-7 進水9－1-11 竣工9－2-27

全長 36.77m 垂線間長32.25m 型幅9.20m 型深4.20m 満載喫水3.57m

総トン数237トン 燃料油槽 119.8㎡ 燃料消費量 16.9t/day 清水槽5028㎡

主機関ダイ′、ツ6DLM－28S(SL)形(デ)機関×2 出力（連続最大)2,000PS(750/304rpm)
プロペラ 4翼2"CPP 発電機大洋電機125kⅥﾍ×225V×1,800rpm×2(原）ヤンマ－6HAL2－N183PS×2
無線装置船舶電話，国際VHF電話 航海計器レーダ 速力（試運転最大)15"58kn

船級・区域資格JG･沿海 船型平甲板船 乗組員7名 旅客(6時間未満) 12名
全旋回式コルトノズル付可変ピッチフ°ロペラ

ー10－

高濃度凌喋船カレン 3号東洋建設株式会社
KAREN

内海造船株式会社田熊工場建造(第625番船） 起工8－9－10 進水8－11－11 竣工8－12－20
垂線間長30.00m 型幅9.00m 型深250m 満載喫水 1.50m

揚泥ポンプ 190㎡/h×25m×1,送泥ポンプ 240㎡/h×80m×1 燃料油槽67.4㎡

燃料消費量2.5t/day 清水槽 13.5㎡ 発電機デンヨー600kVA(480kW)×AC440×60Hz×①3,
デンヨー75kVA(60kW)×AC"0x60Hz×'3 乗組員6名

・本船は，水底に堆積した底泥を除去する非自航可搬式俊喋船，主に湖の俊喋作業に従事する。表層から30cmの深さ
まで底泥を除去， 80㎡/hの俊喋能力を有する。内蔵する送泥ポンプによって5kmの送泥が可能である。また本船は，
機器類を取り外し，船体（台船）を9ブロックに分割することにより目的地までの搬送が可能である。
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c完

コニシ令属模型コレク ション真諭ロストワックス精密鋳造

|;"鰯魑馳随職桃叩‘全慰珈’
!', 。

■マイクロシップ1／1250航空母艦加賀

全金属製､ ､ケース入完成品￥18,000

■洋上模型全長200mm完成品¥12,500

商品展示会のご案内
（入場無料）

十一 一.一一一一一一一一甲一 一■ 一＝－ーー一一 マ ーー マ 一

百蓉砺鰯噸素噌”ｸ聯善毛呈=M弧銀狛加

コニシ金属模型コレクション

の全商品を展示新製品も多数
揃え、親しくご覧いただけます。

●東京会場
日時：平成9年8月30日出12：00～18墓00

31日旧)10：00～17：00

会場；東京交通会館3F グリーンルーム

東京都千代田区有楽町2-10-1

●大阪会場
日時：平成9年9月6日出12：00～18：00

7日(日)10：00～17：00

会場:TOWAりぶホール

大阪市北区梅田1-11-4
(JR大阪駅前第4ビル20F)

簔璽

■菫巡洋艦妙高型1／200全長1020mm

1
》
理

ﾖ

1

300点の完成品およびｷｯﾄのほか､多数の部分品がありま魂｢艦船J｢飛行機｣カタログイ写真集)各¥1000(切手可)｡艦船部品カタログ¥500切手可

| 屡目饗識:綴夛織震繕薪"識壽
不■広島市交通科学館ショップ 長楽寺 展示と販売
場因東京都千代田区内幸町飯野ﾋﾙB1 ツキシ書店 展示と販売

国日本郵船歴史資料館 横浜桜木町 展示と販売
子宙一 = - 一・ 一四二二二ロー出壷壹. ■ _;.＝＝寸 .ー一 一.互壼一一一＝~弓＝三

製造木朱式会社′』､西塞製f乍頁庁
（船の科学係）

⑥

直販〒544大阪市生野区勝山南2丁目8番8号
TEL(06)717-5636 FAX(06)717-0484

--＝”一宇…=＝寓居…一酎一■一宇一一一一一一一二一弓邑一一‘一一一一一画･■
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日本商船隊の懐古 山田早苗氏提供

貨物船大 倫 丸太洋海運

●剃遁鱈 ‘

#”
、委

予魂

一 織
謬

腎
薄

篭

一
一

鐸
学署一

川南工業香焼島造船所建造 船舶番号48699

起工昭15－12－9 進水16－9－24

垂線間長82.82m 型幅 12.20m 型深6.20m

満載排水量4,149トン 総トン数 1,915.88トン 純トン数1,058トン

貨物艫容積（ベ）3,572㎡（グ)3,873㎡ 主機関三連成レシプロ機関×1

速力（試運転最大)13.0kn(満載航海)11.0kn 乗組員39名旅客2等2名

信号符字JVEQ

竣工16－10－16

満載喫水5.40m

載貨重量2,863トン

出力（連続最大)1,312PS

船籍港一神戸

昭和12年， 日中戦争勃発の頃から造船業界は徐々に繁

忙をきわめ，海軍艦艇との優先順位などの関連から戦時

統制的な態勢に移行しつつあった。

昭和14年になって，造船資材の節約，建造日時の短縮

による船台の効率的連用などを目的として標準型船が具

体化し， とりあえず6種類の標準型が決定した。

本船は，そのうちD型標準型船で後部に機関を配置し

中央に長大な船艫を有していた。船価は119万7，000円

であった。

竣工後間もなく， 11月22日陸軍に徴用されて軍用船と

なり， 12月4日門司発， 12月29日サイゴン，昭和17年1

月5日カムラン湾を経て1月15日門司に帰る。

昭和17年1月16日門司発， 2月9日バンコックを経て，

3月7日宇品に帰る。

昭和17年3月16日神戸発， 4月2日バンコック， 4月

12日サイゴン， 4月28日ラングーン， 5月11日シンガポ

ール， 5月14日バタビア， 6月5日ダバオ， 6月16日サ

イゴン， 6月24日シンガポール， 7月6日ラングーン，

7月20日シンガポールを経て8月14日門司に帰る。

昭和17年9月25日門司発， 9月26日上海を経て， 10月

6日門司に帰る。

昭和17年10月，西部アリューシャン列島の防衛強化の

ため本船は千島要塞歩兵隊米川部隊の主力を乗せて， 10

月29日小樽を出港, 1 1月2日幌筵を経て11月12日アッツ

島北海湾西浦に部隊を揚陸し，同日14；00アッツを出港

して11月28日小樽に帰る。

昭和17年11月30B,小樽よりキスカ島に向かう司令部

の一部，弾薬，補給品などを積みキスカヘ。

昭和17年12月10日，第6要塞山砲隊，独立高射砲第35

中隊などをアッツ島に輸送し，昭和18年1月19日小樽に

帰る。

昭和18年3月14日佐伯発， 8号演習輸送のG2船団に

加わり， 3月22日パラオ着， 4月9日パラオ発， 4月16

日ラバウルに進出， 5月1日パラオ， 5月5日ホーラン

ジヤ， 5月22日パラオ経由, P531船団で6月9日宇品

に帰る。6月20日佐伯発, 6月29日パラオ経由ウエワク

に進出, 7月11日パポ, 7月15日ｱﾝボﾝ， 7月20日マ

カツサル’ 7月31日スラバヤ, 8月13日バタビア, 8月

18日シンガポール， 8月22日ビンタン， 8月27日サンジ

ャク， 9月8日馬公を経て， 9月13日三池に帰る。

昭和18年9月30日佐伯発，オ006船団で10月10日

パラオ着， 10月14日パラオ発， ン406船団6隻でラバ

ウルに向かう途中， 10月18日04 ；50， アイタベ北方

0｡20'N, 143｡02'Eにて米潜Silverside(SS-236)の

雷撃を右舷船橋~ドと船首に受け10分で沈没した。本船に

は戦車， トラック，ガソリンポンフ°，正月用品，食糧な

ど2,100 1､ンが積まれていた。

－12



日本商船隊の懐古ND.215
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第26共同丸阿波国共同汽船→川崎汽船貨客船

三菱重工業神戸造船所建造(第90番船）
船舶番号26211 信号符字RSMH-"
JSUB 起工大8-11-15
進水9－3－10 竣工9－4－15
垂線間長76.20m 型幅 11.55m
型深6.18m 満載喫水5.91m
満篭嚇水量2,651トン総トン数2,012.40トン
純トン数1,200トン貨物艫容積(ベ)3,381㎡
(グ)3,656㎡ 主機関三連成レシプロ
機関×1 出力(連続最大)1,245PS
速力(試運転最大)12.484kn【満載航海)10.0kn
船級・区域資格逓信省第2級船近海区域
乗組員34名旅客1等8名， 2等8名
3等200名 姉妹船喜春丸
船籍港小松島，尼崎
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本船および昌福丸の就航により朝博丸を予備船とした。

昭和12年，陸軍軍用船となり， 日中戦争の軍用船とな

る。

昭和16年1月3日，海軍に徴用され横須賀鎮守府所属

の運送船となる。

昭和17年7月3日函館， 7月7日横須賀, 10月14日父

島， 10月24日横須賀， 12月30日父島，昭和18年1月12日

硫黄島， 1月16日父島着。

昭和18年8月5日中部太平洋28｡30'N, 158｡50'Eにて

米潜P1cuda(SS－382)の雷撃により沈没した。

阿波国共同汽船が三菱重工神戸造船所で建造した貨客

船で，小松島籍とす。

大正13年，尼崎籍となる。

昭和6年10月台湾沿岸東線の定期となる。当時の寄港

地は，基隆，蘇澳，花連港，新港台東，火焼島，紅頭

喚大板将，高雄であった｡

昭和11年3月， トン当たり113円で川崎汽船に売却，

昌寿丸と改名，尼崎籍となる。

川崎汽船では，昭和9年，関門・麗水航路が政府の補

助航路に指定されるとともに朝博丸が就航していたが，

貨物船辰 春 丸辰馬汽船→新日本汽船

三菱重工業神戸造船所建造（第453番船）
船舶番号45329 信号符字JXNM-"
JPSC 起工昭13-1-25
進水14－1－18 竣工14－4－15
垂線間長 125.27m 型幅 17.07m
型深9.37m 満載喫水7.71m
満載排水量12,065トン総トン数6,345.47トン

溺農鳥侭協64鑿貨需,慨膳
主機関三菱リアクション2段減速装置付
併列40形タービン機関×1
出力（連続最大)5,365PS
速力(試運転最大)17.7%kn(満載航海)16.0kn
船級・区域資格逓信省第1級船NSMNS
BSMBS 乗組員60名旅客1等10名
姉妹船辰和丸，辰宮丸，辰鳳丸
船籍港西宮

1

加わり， 5月6日サイパン着b

昭和20年3月19日上海沖，舟山列島附近で雷撃を受け

大破口を生じたが沈没をまぬがれ， ‐上海江南船渠に1カ

月入渠。

昭和20年8月9日，羅津港にてソ連が参戦，避難民

1,000名を乗せて羅津港を単独で脱出，8月17日擬鵠こ帰る。

太平洋戦争で残存, SCAJAPTO31

昭和22年，新日本汽船の所有となり神戸籍。

昭和39年4月1日，山下新日本汽船の移籍，東京籍。

昭和42年，パナマに売却され, GoldenMounLaln号

と改名された。

辰馬汽船が台湾航路用に建造した4隻の姉妹船の第4

船として完工した。

竣工後は主として基隆，台南経由高雄行の定期船とな

り，月約3回の発航となる。

昭和16年7月24日神戸発高雄行を最後に軍徴用となり

8月23日舞鶴鎮守府所属の特設敷設船となり機雷650コ

搭載の工事が10月15日完了し,第3艦隊第17戦隊に配属。

昭和17年3月10日付，南西方面艦隊，第2南遣艦隊，

第22特別根拠地隊に配属,バリックパパンに停泊。その後

運送船に変更， 日本，サイゴン，シンガポール間を往復。

昭和19年4月28BO8 : 00東京発，東松7号船団15隻に

13
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▲お披露目のため東京港に滞在する"SUPERSTARCAPRICORN",船体は，約殆の延伸，増量工事

が施されているため，建造当初は大変スマートになっている。

極東最大のクルーズオペレータースタークルーズ社
′'SUPERSTARCAPRICORN"を日本マーケットへ投入

一3月30日から運航を開始- Yoshitatsu Fukawa

府 川 義 辰

イツのマイヤー造船所(MeyerWerft)に2隻の75,000ト

ンクラス客船を発注している。この2隻は， 1998年に竣

工が予定され，それぞれ“スーパースターレオ''SUPER-

STARLEOおよび“スーパースターバーゴ"SUPER-

STARVIRGOと命名されることになっている。

“スーパースターカフ・リコーン"は正式にはスーパースタ

ーシリーズの第4番船となり，本年3月30日から沖縄

の那覇をホームポートとして就航を開始する。クルーズレ

ンジは,7月と8月の2カ月間は7泊8日で那覇～基隆～香

港～アモイ～那覇で,料金は,航空運賃を含む￥172,000

から¥400,000となっているo 4泊5日のルートは那覇

～基隆～石垣～座間味～那覇で￥95,000から蕃220,000

となっている。この他に￥6,000から￥12,000を，寄

港地での入港税やサービス料金としてハンドリングチャ

ージで別途支払う必要がある。同社のクルーズは，全て

ノーチップ制度がとられており，チップにうとい日本人

には気楽な気分で船旅が味わえるかと患われる。

1996年8月22日，極東最大のクルーズオペレーターで

シンガポールを拠点にクルーズサービスを実施している

スタークルーズ社(StarCruses#Malaysia)は，同社

船隊の第8番船としてプリンセスクルーズ(Princess

Cruises)が現在運航している“ゴールデンプリンセス”

(GoldenPrincess: ex. "R.V.Sky'' ; 28,388GT:

1972：2055×252m:710pax:415crew: 88%

outsidecabins)を購入, 80スーパースターカフ°リコーン”

SUPERSTARCAPRICORNと改名のうえ就航させ

ると発表した。購入価格は,US$50millionで，更に

アップグレイドに要する経費としてUS$5milllonを

支出している。改装後の仕様は，船客収容能力がほぼ倍

増に近い1，375名となっている。

同社は， 2月12日東京において， 日本でのクルーズ事

業への本格的進出の記者会見をし， “スーパースターカプ

リコーン”の那綱ベースでの事業開始を発表した。これ

は，かねてから私が主張していた， 日本に存在する強い

マスユーチットにおける潜在需要とその空洞化している

日本クルーズ市場への参入となる。この見解は，何度と

なく誌曲に主張し， 日本のオペレーターが放置している

この部分への海外オーペレーターの参入を促してきた。こ

の度のスタークルーズ社の参入は，私の意図することを

相当部分で満足しており， この参入を歓迎し， 日本のク

ルーズマーケットの拡大と刺激になることを願っている。

『

回
１
１
１
１
■

日本マーケットへの参入を前に同社は， 3月31日から

11日にかけて東京，横浜，神戸，大阪および名古屋に寄

港し，お披露目をした。

I

l
F1

1
i
ー

先の本誌4月号において本船の就航前紹介記事を載せ

てしまい，時期的に不一致を起こして，一部意味不明の

内容となってしまいました。本来なら昨年に|ｺに載せるも

のでした。ここに，お粗末をお詫び申し上げます。

ifl社は，現在5隻の船隊を連用運航しており更に卜

14
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SUPERSTAR

CAPRICORN

▲インターナショナルデッキ

のプール付近

カードルーム兼 修

マージャンルーム

会議室▼
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▲〃R.V･sI<y"時代の面影を残す素晴らしいガラスモザイクの壁画



SUPERSTAR

CAPRICORN
二二一

－－

薑簔簔
▲レストラン

“オーシャンパレス”の食膳

配置状況
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一一
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Photo:

StarCruises

YoshitatsuFukawa
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フランスの南太平洋海域専用クルーズ客船
"PAULGAUGUIN"

-1997年10月にデビューを予定-Yoshitatsu Fukawa

府 川 義 辰
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就航海域は，ポリネシア(Frenchpolynesia)および

マルケサス(Marquesas)諸島で，ホームボートになる

のはポリネシアのタヒチ島のパペーテ(Papeete)である。

パペーテを起点としたサービスの開始は， 1998年1月31

日からの7日間クルーズの定期運航となっている。

なお，運航にあたるのは，アメリカのラディソンセ

ブンシーズ(RadigsonSevenSeas)社で，現在，双

胴型の“ラディソンダイアモンド"(RadlssonDia-

mond)および“ソングオブフラワー"(SongofFlow-

er)の2隻の高級指向船を運航している。因みに料金は，

7日間クルーズで最低US$2,796となっている。

フランスのアトランティック造船所(Chantiersde

L'Atlantique)は, 1995年10月13日に同国の有力なレジ

ャー企業であるServicesetTransports社との間で南

太平洋海域専用クルーズ客船の建造契約を発表した。総

トン数は15,600GT,全長: 15650m,全幅: 2.60m,

船客収容: 398pax,乗組員199名と公表された。その

後，本船の船名が発表され，南太平洋を題材とし，世界

的にその名声を残しているフランスの画家“ポールゴ

ーギャン"PAULGAUGUINに因み，彼の名を彼女

に命名することになっている。

竣工の予定は， 1997年の10月が予定されている。
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PAULGAUGUIN

▲Restaurant

"LaVeranda"

メ
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ConnoisseurClub"▼

｛

～ －一
■ ■ ー

19

－ －



ラ

鯉 戸一マー

一一

↓＋L＋

一一グ

ロ

一一

ザ

。ニ●
三■“

由

二一砂◆■

二一じ■

邑ｒ毎コ●
■

己ｒ，ご●

戸二歩『己参

千二癖七◇

。砿伝・
珂口→一・
１◆

号

輯由

一一一、一

処・０

uULJ山UUUJUUUu山UJU

： ： ： ： ： ： ：nOOO皿00：

u山UuUUU

壷薦0U皿ロ

： ： ﾛﾛ皿ロ

ジ
別IDにK ． 、

、 ’ 00印0

藁00皿ロ
nmmmn

》
｜
瘻
一
懇

"1／f島α/Ca"g"jhDecル皮脂"s(P淀"7"j"n'7-"I"frrrofﾙ､"gり
lIlII

： rz叩000000
nm「、､、、｢、nm｢m、

DECK9

いPAl〔11f【抑W5I

》
OvERALLLENGTH

ﾀﾉﾖた"("6.,7''Efeｧ可）

BI:HIM(WIDTH)
－

7ﾉ伝r(2I.67""“ノ

DRAFr
－

I6.,/f"(,."',,Cr"り

EﾍssENGERs
-

ヌ20

CREw/IxTERNArrIoNAL
－

206

PAssENcERDEcKs
－

7

DECK8

“叩ClSSmn

DECK7

Sl IIP1八RD
－

cﾙ"""""J"c/Wr""吻"e，
SIT""MTzJr〃2，狩初"“

CR()$s･I･()1,J1,JA(瓶
－

18，8”

CR1?IsINCSI，藤D
－

ノ8Af"0吋

！〕R()1，じ1.sI〔)N
－

Dirr/〃“"･jr

SI IlP，sR贈GlsTR,．
－

冊,力"jr〃刀。〃"""〃

DECK6

FLAG
－

舟，r"‘･ル

DECK5

DECK4

、
／

DECK3

2(）

ロ
町
ロ
》
合
・
恥
■
凶
幸
田

』
ｐ
争
廻
ふ
安
亜

号
受
蘆

署
回
稗
阿
刷
一
事霜一
一

鑿

角
易
阿
シ
Ｆ
Ｄ
￥
Ｉ

§
辰

苦
宜
叩
舜

訓
副
ｒｌ

多

工

房

台

即

凸

、
寺

吟

至
言
急
（
一

逼
誌
】
篦

勤
雷
竪
餐

理一琶買

姪
》
琶
砦

型
一
｣L
、
。
一 ノ

’
一

V

／､、

戦|準F洋偶
｢~一一一肩1一~馬
'－－－－~－－「~雨玩一



陸･海･空･総合産業用精密模型製作
(展示用,記念贈呈用,PR用,博物館用,試作検討用,等）

金属材質仕様による微妙かつ綺麗な表現をお楽しみ下さい。

祝就航.／すいせんすずらん
『

｜
I

一冠守寺一一F 一呂口T－－塞孟 一 一一一一 戸竜一画一R＝ー 面~ ■ 一・一Pーず面弔い’一ｰ一旬9－－ ~ ~ー 一 ~Pー
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凶F
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＝
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パッセンジャー・カーフェリー"すいせん"(17,329総トン） 縮尺1 ： 100

新日本海フェリー株式会社殿
石川島播磨重工業株式会社殿

船 主

ご用命建造所

横浜精密
有閉
会社

Wiol,amaSeimitsIICoo,Ltd.
687-2SHINYOSHIDA-MACHI,KOHOKU-KU,YOKOHAMA

JAPAN223 (日本産業模型協会広報員）

TEL,045-592-0007(If)FAXO45-592-6212

〒223横浜市港北区新吉田町687-2

都築事務所TEL.045-593-1801(ft)FAXO45-593-5807

〒224横浜市都築区中川町886

ISAO-JAPAN

一三 一二一ざ‐－．エール三 、-コ､ － ロニーユー寺典 苧 ．ご＝－－．＝二画面 三 三一 ■ ｡ 室 垂 一夕＝■－0－－ ■ －＝一一ｰ一一一 両 巴 ＝＝－－寓一託一一一一＝一一＝一一〃
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…鐙
LGAUGUINPAU

▲LeGrandSalon

〔主 要 目〕 ｜

船舶登録

建造所

全 長

全長(pp)

全 幅

深さ(deck5)

載貨重量

喫 水

総トン数

船 速

デッキ

船客数

客 室

156.50m

13140m

2160m

13.75m

1，25000トン

515m

15,600トン

18kn(最高19kn)

9

320名

160名

(全て外側：各20㎡）

3，300㎡

206名

France

BureauVeritas

Wallis&Futuna

ChantiersdeL'Atlantique

SaintNazaire,France

ServicesetTransports

RadissonSevenSeas

船 主

運航社

電動推進機 2×4,500kW

主発電機 2×2,640kW

2×3,960kW

総出力 13200kW

う･ロペラ 2

非常用発電機 1×400kW

防火区画 4

航続距離 5,800海里

（喫水5.15mの時に18knで運航）

パブリックスペース

乗組員数(多国籍）

旗 籍

船 級

CategoryC '

Stateroom

Photo:

RadlssonSevenSeas
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進水言己了念貝曽呈用に

不二の船舶美術模型を
一二一. ､。 q~・~一･･･~一一

◆ 1

鷺

1

一一＝一－－ ．－－－－－－－ 一

今治造船株式会社建造カーフェリー“おれんじ7”縮尺： 1／150
守 甲一己 号 一 一

‐
~

｜
I’｝二

－
１

"新日本丸”金属精密美術模型完成品豪華ガラスケース(タモ材）

模型寸法／長さ450mm/幅110mm/高さ250mm

ガラスケース寸法／長さ565mm/幅250mm/高さ380mm

ケース入完成品¥150,000

株式会社不二美術模型
代表取締役社長 桜

東京都練馬区高松2丁目5の2

庭

TEL

FAX

武二

03(3998)1586

03(3926)7202

’
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船の科学Vol.501997-6

5月のニュース解説

博米田

27日●ワシントンで開かれた主要7カ国蔵相・中

（日）央銀行総裁会議(G7)は，対外不均衡の再

来を招くような為替相場を回避することで

一致し，共同声明を発表して閉幕した。

28日○TSL「疾風」を神戸・メリケンパークに

（月）保存展示するための公開披露式典開催。

29日○春の叙勲。運輸省関係は288氏。勲一等瑞

（火） 宝章に中村四郎元運輸事務次官のほか海事

関係では勲二等旭日重光章に松成博茂元川

崎汽船社長，勲三等旭日中綬章に鮫島泰佑

元運輸省港湾局長など。

○春の褒賞。運輸省関係は藍綬14氏，黄綬46

氏の計60氏。

5月

1日○ナホトカ号の重油流出事故で国際油濁保証

（木）基金(IOPC基金)は補償金仮払いの一部

として， 1日までに計5億4,000万円を日

本の海上災害防止センターに支払った。

●英国総選挙でトニー・ブレア党首の労働党

が与党保守党に圧勝して， 2日ブレア氏は

首相に任命された。

8日○運輸省のナホトカ号事故調査委員会は沈没

(木）事故の原因を究明するため，呉に回航した

ナホトカ号船首部分を調査した。

13日○日本造船学会創立百周年記念式典が皇太子

(火）殿下ご臨席のもとに開催された。この機会

に13, 14の両日記念講演会が開かれた。

15日●東京外国為替市場の円相場は， 日米の金利

（木） 差縮小が材料にされ，一時1ドル＝115円

台に急騰した。

16日○海運大手5社の97年3月期決算が出そろっ

（金） たが， 期中平均の為替レートが1ドル＝

112円と前期より16円の円安だったため，

合理化効果もあり売上高，営業利益，経常

利益とも急増した。

海運・造船問題

4月15日～5月19日

○海運・造船問題

●一般政治経済問題

4月

17日●沖縄の米軍基地用地を使用期限切れ後も合

（木）法的に使えるようにする改正駐留軍用地特

別措置法が参院本会議で可決され，原案ど

おり成立した。

●大蔵省の3月の貿易統計（速報値，通関ベ

ース）によれば， 自動車やテレビ， ビデオ

などの輸出が好調で対米貿易黒字は6カ月

連続で増加した。

○日本船舶輸出組合発表の96年度(4～3月）

の輸出船契約実績は246隻， 820万9,000総

トンで，船価合計は8,325億円だった。

○日本財団は97年度の造船関係事業設備資金

・運転資金の融資要領を発表した。融資限

度額を従来の3億円から5億円に増加した。

21日●川崎市と木更津市を結ぶ東京湾横断道路の

（月） トンネル部分力§貫通した。

○静岡県が運輸省から購入して改造工事を進

めてきたTSL防災船｢希望」（旧飛翔）の

披露式が清水で行われた。

22日●リマの日本大使公邸人質事件で，ペルー政

（火）府は特殊部隊を公邸に突入させ， トゥパク

・アマル革命運動(MRTA)のメンバー14

人を全員を射殺し， 日本人24人を含む71人

の人質を救出した。人質1人と特殊部隊兵

士2人が死亡したが127日目の解決。

○日本舶用工業会は舶用工業の国際競争力強

化対策に関する調査研究結果を発表した。
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円ドル相場は95年後半からどんどん円安に向かい，

97年4月末には1ドル＝127円台となりましたが，

5月に入って急激に円高が進み， 5月に入っては

一時114円台も記録されました。 しかしながら，

当面の為替水準予想は概ね110～115円というと

ころであって95年4月の80～90円台となることは，

現在の日本経済の実情からして恐らくあるまいと

いうのが一般的な観測のようです。

舶用工業の輸出競争力

海外調達か国内調達か

日本舶用工業会は4月22日「舶用工業の国際競

争力強化対策に関する調査研究報告書」を発表し

ました。本調査は平成7， 8年度の2年度にわたっ

て行われたもので， 7年度はディーゼル機関， カ

ーゴオイルポンプ，電動機・発電機を対象として

調査し， 8年2月に第1次報告が出され， 8年度

はプロペラ，荷役機械，電波計器・航海計器を対

象としこのたび第2次報告となったものです。こ

の二つの調査報告に盛られたものを「舶用工業の

国際競争力」として私なりにまとめてみました。

次図に示しますように，平成7年（1995） 4月

頃1ドル＝80円の円高が現実のものとなったため，

日本の製造業が競って購入品の調達を国内から海

外へシフトすることとなり，造船業も例外ではあ

りませんでした。これに対抗して， 日本の舶用機

器メーカーの競争力強化のための方策を模索する

必要性力§でたので日本舶用工業会が日本財団の補

助事業として平成7～8年に調査研究した成果と

して本報告が発表されたものです。

ところがこの調査研究を実施している過程で，

日本の造船企業の海外調達戦略

戦後日本の造船業が発展する過程で， 日本の舶

用機器メーカーは外国からの輸入品との競争に明

け暮れていました。

たまたま私がもっている古い文献（1960年『造

船要覧』)に1957年当時の輸入要請の原因として，

1）国産品がない場合， または国産品であっても

精度，性能，品質等において輸入品に劣る場合。

2）国産品の価格が高い場合。 3）船舶に搭載後

の製品に対するアフターサービスが困難と思われ

る場合。 4）船主の指定， または船主の希望によ

る外国製品の使用。 5）その他船級，国情，生活

環境からくる場合。等があげられています。

それから40年たった現在の日本の力では， この

うち2）の価格のみが問題であって， その他は概

ね解決されている問題であると考えてよいと思わ

れます。本報告書では逆に，欧州から舶用機器調

達をするときには次のような問題があると，大中

造船9社が共通して指摘しているとしています。

1）対応に時間がかかる場合がある。 2）納期管

理が難しい場合がある。 3）契約時の価格が安く

ても仕様変更時に価格が高くなる場合がある。

4）国産船主は国産品を好む傾向がある。 5） コ

ミュニケーションの問題がある。

またアジアからの調達は，品質，供給能力で限

界がある点と，価格メリットのある品目が限られ

ている点が指摘されています。これらはいずれも

価格競争以外では国内調達は海外調達より有利な

状況にあることを示しています。
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出所： 1997年4月24日付朝日新聞（5月19日分までを追加）
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その結果は，ディーゼル機関， カーゴオイルポ

ンプ，電動機・発電機を対象とした場合， 1ドル

＝80円では， 日本は欧州のほとんどの国に対して

は競争力がなく， 1ドル＝100円ではドイツ企業

と互角ですが， フィンランド企業にたいしては競

争力がなく， 1ドル＝120円でやっとフィンラン

ド企業に対して競争力をもてる， と結論づけてい

ます。

プロペラ，荷役機械，電波計器・航海計器の場

合は，各社の製品構造も大きく異なるため，単純

比較はできないことに注意する必要ｶﾐあるとしな

がら， スエーデン等北欧系メーカーは，人件費が

高いことから， コスト競争力が弱いので， 日本

（アジア)市場に輸出する実際のケースでは，プロ

ペラ(CPPのKamewa社),クレーン(Hgglunds

社）ともに日本（アジア）のライセンシーが組み

立てる形をとっています。この場合， コスト的に

は日本メーカーのそれとほぼ同じ水準にあり，技

術力，製品力，サービスカが勝負となる， として

います。ポーランドは西欧に比べて低い人件費を

活用しているためコスト競争力が強く，プロペラ

でオランダのLips社は欧州生産にもかかわらず，

競争力が強く， 120円／ドル程度にならないと日

本メーカーは競争力をもてないという試算結果に

なったようです。クレーンのオーストリア

Liebherr社， レーダのドイツATLAS社， ジャイ

ロのドイツRaytheon社では，計算上95～110円

が日本メーカーとの損益分岐点となるという結果

になったとのことです。

本報告は，現在の1ドル＝115円前後の状況か

ら今後円高に振れ戻り， 1ドル＝90～100円の状

況も十分に想定出来るとしています。そして1ド

ル＝90円程度の円高に想定し，現状より2割程度

のコストダウンを実現すれば， 日本メーカーは競

争力を回復すること力;できるであろう， としてい

ます。 しかし私は1ドル＝100円を想定して1割

のコストダウンを狙うことぐらいが現実的恒久的

な目標ではなかろうかと考えます。

舶用工業製品の輸出入状況

「平成7年舶用工業製品の輸出入状況」によれ

ば平成7年の舶用工業製品の生産額は8, 190億円

で， その17％， 1,428億円が輸出されています。

これに対し，同年の舶用工業製品の輸入額は生産

額の2．22％に相当する182億円です。

主な輸出国は韓国， アメリカ，台湾，中国とい

ったところで，デンマーク，オランダ， ドイツ，

インドネシア， シンガポール， イギリス，香港が

これに続いています。

主な製品の輸入額は次の通りです｡(カッコ内は

輸入額単位：百万円）

舶用内燃機関(4,293），舶用補助機械（3,370），

係船・荷役機械（1,936)，軸系およびプロペラ

（525），航海用機器(812)，ぎ装品(6,868） ，部

分品・付属品(346），その他とも合計(18,201)。

地域別には， ヨーロッパが61％，北アメリカが

9％， アジアが30％となっており，国別には韓国

19％， ノルウエイ17％， ドイツ17％， アメリカ8

％， スエーデン7％，デンマーク4％， オランダ

3％などとなっています。

このように日本の舶用工業にとって韓国は，輸

出先としても， アジアをはじめ西欧への輸出競争

相手国としても， さらに将来は日本への輸入相手

国としても大変重要な国となるものと思われます。

日本の舶用工業界は従来西欧メーカーとの競争

を念頭においてきましたが，韓国をはじめとする

アジア各国からの追撃が次第に増加することを覚

悟しておかねばならないと思われます。

日欧舶用工業のコスト競争力

本調査では日本と欧州各国の舶用工業のコスト

格差を，各国の1人あたり年間人件費をベースに，

各為替レートのケースごとに試算しています。そ

して総コストを，舶用機器の製造コストのモデル

ケースを作り（日欧共通)，人件費から逆算する方

法をとっています。
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●新造船紹介

貨物フェリー．やまと丸〃の概要

内海造船株式会社設計部

1． まえがき

本船は，九州急行フェリー㈱殿の発注により，当社瀬

戸田工場第618番船として建造された貨物フェリーであ

り， 1997年4月20日に引き渡された。

本船は「みやこ丸」の代替船で， 1991年に就航した

「むさし丸」の姉妹船として建造され， 「むさし丸」と同

様，追浜～御前I崎～苅田の航路に就航する。貨物搭載能

力は12m型シャーシ, 122台とし，かつその定期運航を

確保するため，推進装置は信頼性のあるものとし，推進

性能の向上を図るとともに速力には十分な余裕を持たせ

た。

前船の「むさし丸」は形態美に優れ， ’92年のSHIP

OFTHEYEARを受賞した船であるが，本船はこの

「むさし丸」よりすこし船長を伸ばし， さらに均整のと

れた船形で優美な外観となっている。

本船の主な特徴は次のとおり。

ミッドナイトブルーの船体に白線も映えて

公試運転時の"やまと丸”

幅（型） 24.00m

深さ(型)(上甲板まで) 15.15m

計画満載喫水(型) 6.00m

航行区域 限定近海区域（非国際）

船 級 日本海事協会NS*

(RGCS) (RoRo,EqCV),

MNS*(MO)

総トン数等

総トン数 8,015トン

載貨重量 5,737トン

車両搭載台数

タンクトップ｡ シャーシ21台

メイン甲板 シャーシ56台

上甲板 シャーシ45台

▲ミツ

(1)車両（シャーシ）の搭載はRO/RO方式（自走式）

による。ショアランプからメイン甲板に乗り入れたシ

ャーシの上。下貨物倉（タンクトップ・上甲板車両区

域）への荷役は上・下とも油圧駆動方式による可動式

ホールドランプを採用し，「むさし丸」よりさらに効率

的な車両荷役を可能にした。

(2)船型は推進性能に優れている「むさし丸」と同じ船

首尾フレームラインを採用し，中央平行部を挿入して

船体延長した。

さらにP.B､C.F. (プロペラボス．キャップフィン）

および大直径ウェーキ。アダプテッドプロペラ等を採

用した。

(3)貨物の保謹および乗り心地を良くするためフィンス

タビライザを一式装備し，また着離桟を容易にするた

めバウスラスタおよびスタンスラスタを各一式装備し

た。

合計 122台

旅客および乗組員定員

旅 客

乗組員(予備含む）

タンク容積

パラスト水タンク

清水タンク

燃料油タンク

航海速力等

航海速力

名
名

２
９

１
１

㎡
㎡
㎡

２
５
１

０
３
３

９
２
８

１
５

2． 主要目等

主要寸法

全 長

垂線間長

156.82m

142.20m 208kn
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試運転時最大速力 23048kn

航続距離 約6,640n.m

航続日数 約17日

主機関 日立造船-MAN B&W

9L50MC(MARK3) 1基

プロペラ 5翼一体キーレス型 1個

（プロペラボスキャップフィン付）

フィンスタビライザ電動油圧翼格納式1台

バウスラスタ 単体推力約10.4t O台

スタンスラスタ単体推力約104t 1台

9

〆
、

鱒
I

3．一般配置

本船は一般配置図に示す如く船尾機関・船首船橋で，

3層の車両甲板を有するロールオン・ロールオフ式貨物

フェリーである。

タンクトップ， メイン甲板および上甲板の3層の車両
区域に主としてシャーシを搭載する。

シャーシの乗降はメイン甲板の船尾中央および船尾右 ▲正面から見た進水直前のやまと丸

舷に各1基配置したショァランプにより行う。

メイン甲板から上甲板・タンクトップへのシ

ャーシ昇降のため，上甲板とメイン甲板間に上
甲板格納式のホイスタブルホールドランプを，

メイン甲板とタンクトップ°間にメイン甲板格納

式のホイスタブルホールドランプをそれぞれ1

組設けている。

本船は前船「むさし丸」より船体延長してい

るため， メイン甲板からタンクトップへもホー

ルドランプを配置し， タンクトップ車両区域の
シャーシ荷役時間の大幅な短縮を図っている。

‐

ま

一

戸

ｆ

■
■
■
■
■
Ｉ
１
８
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

Ｕ

4． 船体構造

船殻部材寸法の決定に当たって，構造喫水

(型)は6.30mとし，日本海事協会(NK)の規
則要求に従っている。

船体構造方式は下記の方式を採用した。

主 船 体：船側外板 横置方式

甲板，二重底 縦置方式
機 関 室：船側外板 横置方式

二重底 横置方式

船首。船尾構造： 横置方式

車両区域の甲板強度は，次のとおり。

タンクトップ：シャーシ総重量 30 t

メイン甲板：シャーシ総重量 30 t

（甲板両舷側1車線：シャーシ総重量40t)

上甲板：シャーシ総重量 25 t

▲操舵室

一一 .一夕．一一秒歴 ｡T…→＝.ﾏ…マーーや一一＝.-一や’

1

竃皇一
●昌

一

霧
4

.＝一一・一

11

鷲
I

〆

--÷』p軋包 一
一q－ー 四 P凸岸 ■ー一画一一

▲エンジン°コントロール室
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船の科学

本船の搭載車種はシャィシが主体で, 11m,

12mおよび13m型シャーシを混載する力式, 12m

型シャーシ換算で最大122台の搭載能力を有す

る。

これらのシャーシ荷役効率を良くするために，

ショアランフ。およびホイスタブルホールドラン

プのレイアウトはトレーラトラックの甲板通過

軌跡をシミュレーションして決定し，貨物倉内

はホイスタプルホールドランフ。周りをのぞき無

梁柱購造とした。

倉内は無梁柱構造としたが，船体の全体強度

は余裕をとり，甲板の振動防止を十分配慮した

設計を行っている。
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▲乗組員用ダイニング・ルーム

5． 船体艤装

（1） シャーシ荷役装置

1）ショァランプドア

ショアドアランフ°は船尾右舷ショアランプド

アおよび船尾中央ランプドアから構成されてい

る。これらは港によって使い分ける。

。船尾右舷ショァランフ．

型 式：ヒンジアップ式フラップ．付

2枚折ランプ

寸 法：全長約26.7m×全幅56/62m

開閉方法：電動油圧ウィンチによる鋼索引き
▲支柱の少ない艫内，メイン・デッキから

タンク・トップ・デッキに通ずる可動式斜路

メイン甲板に1台設け， タンクトップに乗せかけて使

用する。

型 式： ヒンジ式フラップ°は固定式

寸 法：全長約460m×全幅約4.0m

開閉方法：油圧シリンダによる突上げ

（2） トリム・ヒール調整装置

トリム調整は遠隔手動で船首タンクおよび船尾タンク

の海水をバラストポンプまたは，加圧水噴霧兼バラスト

ポンプで相互移水。注排水する。

ヒール調整は遠隔手動で左舷ヒールタンクおよび右舷

ヒールタンクの海水を上記のポンプ2台で相互移水。注

排水する。

操舵室にはグラフィックパネルを設け，バラスI､ポン

プおよび加圧水噴霧兼バラストポンプの発停ボタン， ト

リム。ヒール調整用の弁開閉指示計，ポンプ・圧力計， ヒ

ール計， トリム計および液面計を組み込んでいる。

なお， トリム計，喫水計および液面計はエアパージ式

。船尾中央ランプ

型 式： ヒンジアップ式フラップ°付聖 式： ヒンジアップ式フラップ°付1枚ランプ°

寸 法：全長約8.3m×全幅約5.6m

開閉方法：電動油圧ウィンチによる鋼索引き

2）ホイスタブルホールドランプ

前船「むさし丸」では， タンクトップ車両区域のシャ

ーシ荷役はテーブルリフターによっていたが，本船では
ホイスタブルホールドランプを採用した。このホールド

ランプは全長約46mの長大なものであるが，入念な設計

。製作により安全。円滑に作動させること力〕できた。

。上甲板～メイン甲板間

上甲板に1台設け， メイン甲板に乗せかけて使用する。
型 式：ヒンジ式フラップ付
寸 法：全長約35．0m×全幅約3．8m
開閉方法：油圧シリンダによる鋼索引き

。メイン甲板～タンクトップ°間

－32－
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ン卜に，グループ向けの4名室(シャワー・トイレ設備）

×2室を後部に， 2段寝台1組の2名室を中央に配置し

ている。

乗組員室は「むさし丸」と同等の設備としたが，公室

としては，畳敷きも含む和洋式の娯楽室のほかに，カラ

オケ装置付の娯楽室と食堂をワンルーム化した公室があ

り，必要に応じてアコーディオンカーテンで仕切って使

用できるようにしている。

なおこの食堂に配した角窓は，船主のご意向を入れて

1,400幅×800高さの大型窓とし，その取付高さを低め

に押さえることにより，食事をとりながら，船外の海原

を眺望できるように配慮している。

旅客室・食堂等の内装はグレードアッフ･し，豪華な室

内造作を施して旅客・乗組員に安らぎの場を提供してい

る。その他の居室等の内装には優れた静粛性と美観を有

するスチールパネル方式を採用している。

7．船体色・塗装要領

本船の船体色の採用と塗装方法については，船主みず

からそのデザインに参加され，最終的に海外で「ミッド▲最高速力で走行中のウエーキ

ナイトブルー」と呼ばれる深々紺色の船体色を採

用し， この船体色と上部外板の白色との塗り分け

線は船体中央から船首にかけてシァー感を保った

優美な曲線とした。

この塗り分け線のデザインに当たっては，船主

も当社設計部の三次元CADにより確認の_上，決

定された。

この結果，本船は本邦の船舶では前例を見ない

配色と独特な塗装要領により， とりわけ貨物船で

は他に類のない洗練された見事な外観に仕上がっ

ている。
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本船の主機関は低速， 2サイクルディーゼル機

関を装備し，低質燃料油(380cStat50℃）力§使用可能

なように配慮されている。

発電装置は主発電機3台を装備している。

主発電機関は主機関と|司じく低質燃料油(380cStat

50℃）カミ使用可能なように配慮されている。さらに給気

加熱による低負荷対策を施工し，低負荷時においても低

質燃料油の使用を可能としている。

プロペラはサーフエースフォースの低減を目的として

約35度のスキューを採用している。

さらに推進効率の向上のためにプロペラボスキャップ

▲最大舵角で旋回中の光景

とし， ヒール計は電気式とした。

(31車両甲板消火装置

車両甲板用には電気式（熱式）火災探知装置および加

圧水噴霧消火装置を設備している。

6． 居住区設備

本船の居住設備は姉妹船「むさし丸」とは異なる配置

としたが，設計的には「むさし丸」と同様に乗組員19名

と旅客12名が快適に居住できるように配慮している。

旅客室は2名室のツインルーム×l室をブリッジフロ
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船の科学

フィン(PBCF)を採用している。

管艤装は主要な海水管にポリエチレンライニングを施

工し腐蝕に対し配慮している。

自動化および計装は日本海事協会鋼船規則のMO船に

対する規則に適用している。

機関制御室にタッチパネル式液晶モニタ3台を装備し

ている。

（2）機関部主要目

主機関

型 式・数：日立造船-B&W

9L50MC 1台

連続最大出力: 14,850PS×141rpm

常用出力: 12,620PS×134rpm
プロペラ

型 式・数： 5翼一体キーレス，ハイスキュー型

1式

プロペラボスキャップフィン

(PBCF)付

材 質：ニッケルアルミブロンズ

補助ボイラ

型 式・数：立型横煙管式 1台
蒸発量: 1,300kg/h

蒸気状態: 6kg/cig,飽和
排ガスエコノマイザ

型 式・数：強制循環式 1台

蒸発量: 1,200k9/h(主機関70%出力時）
蒸発状態: 6kg/c㎡，飽和
主ディーゼル発電機関

型 式・数：ダイハツ6DL-22型 3台

出力・回転数: 1,200PS×900rpm
発電機: 1,000kVA(800kW), AC450V,

60Hz

油清浄機

C重油清浄機:SJ-30T 2台
A重油清浄機:SJ-700 1台
潤滑油清浄機:SJ-25T 2台

9． 電気部設備

（1）電源装置

主電源設備として，ディーゼル発電機3台を装備して
おり，通常航海中1台，出入港時は3台（バウおよびス
タンスラスタ使用)，荷役中は2台の発電機にて電力を
まかなう。

なお，非常用電源は蓄電池2群を装備し，主電源故障
時に航海無線装置および非常照明灯などに給電できるよ

うになっている。

また，保冷車用AC220V電源を5台分準備している。

（2）航海装置

ジャイロコンノぐス，オートノぐイロット， ドップラ・ロ

グ，音響測深機, GPS航法装置1式をそれぞれ装備し

ている。

また， レーダ装置はラスタースキャン方式とし, 3cm

波および10cm波それぞれ1台を装備し， 内1台は衝突

予防援助装置付としている。

（3）無線装置

無線装置としてNTT船舶電話2式のほかに国際VH

F電話2台，双方向無線装置2台， ナブテックス受信機

1台，衛星EPIRB1台， レーダトランスポンダ1台

および気象用ファクシミリ1台などを装備している。

10． おわりに

本船は海上試運転時において，諸性能を通じ，極めて

優秀な船であることが実証されていますが，本船の今後

のご活躍と安全航海をお祈りするものであります。

最後に本船の建造にあたり， ご指導，ご協力いただい

た船主殿，船級協会ならびに関係者各位に本紙面をお借

りして厚く御礼申し上げます。

●船名の由来●

「やまと」は広義では「おおやまと」というように「日

本国の別名」である。なおこの船の船名は①太平洋戦争

中に活躍した世界最強の誉れのある戦艦「大和」②戦前

の台湾航路の客船｢大和丸」（神戸～基隆線）の輝かしい

船名を継いているo (九州急行フェリー社内報より）
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⑧新造船紹介

広島商船高等専門学校練習船蝋広島丸〃の概要

石川島播磨重工業株式会社呉第一工場

呉エンジニアリング部

1． はじめに

本船は広島商船高等専門学校の練習船で，旧Ⅲ世広島

丸の代船として，当社呉第一工場にて建造され，平成9

年1月20日竣工，引き渡された。

本船は，広島商船高等専門学校の学生の航海実習およ

び実験実習ならびに船舶運航技術に関する実験・調査お

よび研究に供するとともに，中学生，小学生および一般

市民の海事思想普及等のための公開講座等用に供するこ

とを目的に建造された。

可
噛
呵
叩
、
、
ｊ

ご
坐
己
矼
凸
伊
．

ｒ

０

６

“

典

亦

耐

碗

Ｉ

1

Ｉ
ｑ
ｊ
■

由り

謹蕊零護憲
湖
西
。
ｊ
守
り
．
’

4 ･ q

・側

！； ？

嫁

＝

■A
j
q2．計画の概要

本船は，次世代の練習船として統一された総トン数

240トンを遵守するなか，超自動化船に対応できる最新

のハイテクを駆使した航海設備と研究設備を有し，学生

の教育，航海の実験・実習・訓練，並びに教官の船舶運
航および海洋等に関する調査・実験および研究活動等が

できる21世紀の練習船として設計されている。

本船は，その性格上，安全性ｶﾐ最も重要な課題であり，
なかでも特に重要となる本船の復原性については，近海

区域を航行区域とする旅客船の基準に準じるものとし，

固定バラストを設けないで基準を満足することを目標に

設計され，初期の計画通りの復原性能を確保した。
本船の船型は， フルード数が0.3以上の高速領域にあ

るため，当社で開発した高速船型設計理論計算プログラ
ムにより，本船の最適船型形状で設計した。この結果は
在来船に比べて造波抵抗が半分以下となり，速力試験の
結果も予想どおりの好成績を収めた。

▲超自動化練習船幽広島丸”

満載喫水 3.325m

総トン数 234トン

船 級 JG

主機関非自己逆転式中速ディーゼル機関

1,300PS×700/317rpm

航続距離 約2,610浬

試運転最大速力 15.11kn

定 員 近海区域乗組員 9名

教官 3名

学生 “名

合計

沿海区域(24時間未満）

乗組員

その他

56名

9名

87名

合計 96名

起 工 平成8年5月24日

進 水 平成8年11月7日

竣 工 平成9年1月20日

4．一般配置および概要

本船は船首バルブおよびスターンバルブ付トランサム

型船尾二層甲板船とし，上甲板上に三層の甲板室を設け

ている。

上甲板下の区画には倉庫，作業所，上部機関室および

機関制御室を第二甲板上に配置し，下部に空調機室およ

その他3．主要目

資 格

航行区域

第4種船

近海区域(非国際航海）

および沿海区域

（航行時間24時間未満）

57000m

48．500m

10200m

上甲板/第二甲板5500/3.350m

全 長

垂線間長

幅（型）

深さ（型）
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また，近年増加傾向にある女子学生の乗船に

対応して，専用の居室， トイレ， シャヮールー

ム等女子学生のための設備を確保している。

5． 船体部概要

船殼構造については, ｢NK鋼船規則」およ

び「鋼船構造規定」を適用し横肋骨方式を採用

している。

甲板機械関係は電動油圧方式とし，前後独立

の油圧ユニットを装備している。

ホーサードラムは切換弁による機側操作およ

び両舷よりリモコン操作ができる。なお，すべ

てのホーサードラムにはオートテンション機構

が付いている。

デッキクレーンは単独の電動油圧装置を装備

し，係船機のワーピングエンドに着脱可能なワ

イヤーリールと併用して海洋観測機器を操作可

能としている。

船体部の主要機器の要目は次の通りである。

揚錨機電動油圧分離型 2台

チェーンドラム; 4.0/2.0t×12/24m/min

ホーサードラム: 3.0/1.5t×15/30m/min

ワーピングエンド付き

係船機電動油圧式 2台

ホーサードラム: 3.0/15t×15/30m/min

ワーピングエンド付き

デッキクレーン電動油圧式 2台

伸縮および起倒式ブーム： 0．95t×10m

電動油圧トランクピストン式 1台

▲機関室

▲機関制御コンソール

舵取機電動油圧トランクピストン式 1台

バウスラスタ 電動式推力約27t 1台

スターンスラスタ電動式推力約18t l台

救助艇6人用 1隻

作業艇8人用 1隻

6． 機関部概要

機関室は主床，第二甲板からなり，主床の船尾側より

CPP変節軸，軸発電機，減速機，主機，主発電機を両

舷に各1台，海水ポンプ．，清水ポンプ。, 力ロリファイア

ー，第二甲板の船尾側より軸発電機用制御盤，デッキク

レーン用油圧装置，主空気圧縮機，主空気だめ，機関制

御室，機関工作室および倉庫を配置している。

配置については学生への講義場所を考え，機関制御室

を広々ととり，また，通路幅，通路上の空間高さを十分

に確保するとともに，補機配置も学生が見やすいように

考慮した。また，操作性を考慮して床板はアルミ製ピン

び機関室を配置している。

機関室は上部機関室を含め，機関コースの機関実験，

実習教育における機側での活動の重要性から安全の確保

と実習生が安心して学習できる広くゆったりとした配置

とした。また，機関制御室を隣接させて機関の運転を直

接，操作。制御。監視力§行えるものとした。

上甲板上に設けた三層の甲板室の，上甲板中央部には

広く静かな教室を配置し，後部には大きな窓で自然採光

を配慮した学生居室衛生設備を,前部には厨室,乗組

員食堂，乗組員居室を配置し，端艇甲板にはサロン，士

官居室，上級士官居室，教官居室，衛生設備および暴露

部にはチーク張りの木甲板を，最上層の船橋甲板には最

新鋭の機器を配置し，学生自ら力§体験学習できる充分な

エリアを有する操舵室を配置した。

乗組員は，学生の宿泊を伴う航海実験。実習および研

究航海を行うので，常に緊張下におかれるため，できる

だけくつろげるよう乗組員居室は全て個室とした。

－36－
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ジ式とし重量軽減，床下の配管学習およびメイ

ンテナンスを容易にしている。

推進装置は非自己逆転式中速ディーゼル機関

を採用し， クラッチ付き減速機，非常用推進電

動機（軸発電機兼用）および4翼可変ピッチハ

イスキュープロペラから構成されている。

主機，発電機は水平防振装置で弾性支持され，

主空気圧縮機大型ポンプは防振パッドを施行

し，振動および騒音の低減を図っている。

本船はセントラル冷却清水システムを採用し，

海水管に対するメンテナンス作業を軽減している。

機関部の主要機器の要目は次の通りである。

主機関ミャンマーディーゼル6N260-UN

1,300PS×700rpm 1

発電機関: 300PS×1,200rpm2台

推進器苫4翼可変ピッチハイスキューフ．ロペラ1基

主空気圧縮機： 25㎡/h(FA.) 2台

非常用空気圧縮機：手動式 1台

7． 電気部概要

本船の電源装置としては，ディーゼル駆動の

主発電機2台・軸発電機1台・非常用発電機1

台・ポータブルガスタービン発電機1台を装備

している。通常航海中は主発電機1台，出入港

時はバウおよびスターンスラスタを運転するた

め，主発電機1台と軸発電機を並列運転し船内

の電力を賄う。また，軸発電機を非常電気推進

装置の推進電動機として使用し，主機故障時に
約8ノットで非常航走できるシステムになって
いる。また，軸発電機を推進電動機として使用
して，主機を約200馬力の推進加勢ができるモ
ードも持っている。

発電装置の要目は次の通りである。

主発電機 250kVA×1,200rpm

AC450V 60Hz 3の

軸発電機 500kVA×1,200rpm

AC450V 60Hz 3d

非常用発電機 30kVA×1,200rpm

AC450V 60Hz 3｡

ポータブルガスタービン発電機

2.6kVA×100,000rpm

AC100V 60Hz l.

主配電盤および重要補機の集合始動器盤を機

関制御室に装備し，各発電機の制御。船内負荷

への給電を集中的に行えるよう配置されている。
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